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オホーヅク海域にむける鮭鱒流期j網の網成りの変化過程の観測例

石田正己・佐野典達 (測器学教室)

一島清吉(北洋研究施設〉

斎藤昭二(練習船北星丸)

on Some M岨.suredE玄amplesConcerning the Form Change of Salmon 
Drift Gill-net during the Fishing Pr<腕ssin the Okhotsk晶a

Masami IS蕊IDA，Nori凶tsuSA.NO， 
Seikichi MIs皿MAand Shoji 8AI叩

Abstr誕 t

During the fishing pr∞朗自， in 伊neral，純lmonむiftgill-net畠 areftoa'ぬdover 
沿1e鵠a'8surface， theirωmplex form eh畠噌欄a1fe御 dby 8曲 ωnditioll8， w鍋位即
∞ndition8 and也.ecatch of marine life. 
About tw阻 tyradar reftectors，齢-ealled∞句heむaltype∞n蹴拘置.ectors(却em
in length) at句chedto the ftr出国t(1伺 tanin length)抗告，very5 tan clearly 
8howed the form of the net by aなainof radar ecbω11 on the radar I!C略国自明uip:伊~
in the re鵠areh自hip“HokuseiMaru" in the OKHOTSK制 1針路-1鱒4.
The form chang唱自 were phot噌raphedor plotted on the r淑iarseope 必lOut
every 60 minut銅 duringthe fishing pr∞創8，Iasting about 10 hours. The aetual 
mechani8m of the form chang唱 isnot distinct yet hE犯制関 ofII晦U侃cientmeasure-
ments of鵠畠∞ndition自側関cially，but 80me data rela飴dtow.蝿 ther∞nditionsand 
飴aωnditionshave b鈎naddedωth旭岡田.

1.緒嶋

一般に鮭鱒流蜘j網は，投網から揚網までの約四時間前後の聞に，網成りが海象気象条件(風，波

浪， うねり，海潮流，水塊の衝合の影響等)と，擢網の生物的条件(モウカザメ，オットセイ等の纏

絡，および鮭鱒の擢網率の非常に大きいときは，その羅網の分布等の影響)を受けながら，網成り

(水平，垂直両方向の変形を含んで〉の変化を生じつつ全体として，海面を漂流して行く。それらの条

件による網成りの変化過程の実態と漂流の実態の把握は，漁具設計上の参考資料としても必要であり，

また漁場において魚遣を推定しながら投網する場合の投網技術上の資料ともなり，また魚若手構成を考

究する場合の参考資料ともなる。また当然のことであろうが，そのような網成りの変化は反対に魚群

との出会いの場合権網に影響をおよぼすという相互作用を生じてくるであろう。それでまず第ー段階

として現象論的にでもその実態を観測する意味で本実験を試みた。

本稿では，オホーツク海域において 1963年から 1964年にわたって練習船北星丸の北洋航海時に実

測を試みた例について紹介する。今回は縮附近の海況の微細な測定が不充分なため，網成り変化の機

構については，さらに実験計画を新たにして考究する必要があろうと考えている。

2.観測方法

2-1 網成りの観測

網成りの観測には， radar観測法を使用した。すなわち Fig.1に示すような1辺 20cmの∞:ta-
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Fig. 1. Corner reflector mounted on a drift net 
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Fig. 2. Position of observations 
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Table 1. Data of 01踊 rvationon the form of salmon gill-net in the “Hoku関iMaru" 

Number of Bt暗iminenoinf g Bteismfm-oinf g Pωition of Direction of 

observation Date 
ne色set drift toward 

net鈎t net haul (true bearing) 

1 '63 12Ju~ly 18 18 30 03∞ 51003'N 90。
l~05'E 

2 1J4u~ly 15 17 50 03 伺 51"23'N 1300 1邸。45'E

1J5u~ly 16 5~37'N 3 17 15 02 40 1出。33'E 115。

4 1J7-uly 18 17 10 03 伺 55002'N 110。
154宅O'E

5 19Ju~ly 20 17 43 03 15 
54。邸'N

2500 149'13'E 

6 '64J5u~ly 1 17 21 03 ()() 52000'N 話。。
15-16 1出。35'E

7 2J1u~ly 22 17 58 03 02 54030'N 70011ω。154043'E 

8 A15u~gu1s6 t 17 30 03 08 50026'N 
154~0'E 

Table 2. Constructions of the gill-net u鈎din th申obe抱rvation
。fthe form of the salmon drift n，的

a) 
Me宮h8Ize (mm) 

Kind of material 

Numbers of gill-net 

Mesh 8Ize (mm) .L.LU .1OV  

Kind of material Amo Amo 

Numbers of gil1-net 

b) 
Mesh size (mm) .1..0.1 .1"'.1 

Kind of material C Amu 

Numbers of gill-net 

c) 

Amu: 
Amo: Amiran mono Filament 

.1OV  

;;匝Amu 

.1"'.1 .10リ .1OV  

Amo Amu Amu 

-2部ー

TotaI lengths of net 

105 (tan)* 

1 tan=50m 

.10り

pp 

Total lengths 

of net 

50 (tan) 

of net 

95 (tan) 



1錦町

Pωition Date 

1 '63 Ju1y 12 

2 July 14 

3 July 15 

4 Ju1y 17 

5 July 19 

6 
'64 
J.!lly 15 

7 July 21 

8 Aug. 15 

C: ClOudy 
B: Blue sky 

石田外: 鮭鱒流琳j網網成りの観測

Table 3. Data of hy伽唱rapMω1m斜樋urement

Ti宮崎 20-00 Time 24-00 

Wind Wave i Wea-
Swell I th;; Wind I Wave I Swell !-:岨er・

S8W 2 NNW 2 

NW  1 WNW3 

NNE 2 N 2 

WSW 1 NW  2 

NNE 2 N2  

N 2 N 2 

S 4 S 4 

Calm 

0: Ov岳民ast
F: Fog 

NNW 1 C SW 1 

NW  1 O W3  
q-

N 1 C Calm 

NW  1 B WNW2 

N 2 B E 2 

N 1 F N 2 

W1  C S 4 

WSW 1 F ENE 3 

D: Drizzling rain 

N 1 N 1 C 

WNW2 WNW 1 D 

C 

WNW 1 WNW 1 B 

E 2 E 1 C 

N 3 N 2 C 

S 4 S 2 C 

ENE 3 WSW 1 C 

hedra1 solid typeの ωrnerreflectorを水面上 2.5mの高さで 100反の試験網に 5反おきに約

20ケを網に装備して， radar画面上ではそれらの一連の反射映像点の連続として巨視的に網成りを表

示するものとした。試験網の長さの関係から， radar観測に必要な距離は約2浬離れる必要があり，

したがって radarの方位分解能から 5反おき(部Om)位に refleetorを装備するのが適当であった。

反響像二点聞の微細な変化は， したがってこの方法では分らない。また radar観測の結果は， 30分

-60分に 1回の割合で写真または radarplotで経過的に記録した。

観測地点は Fig.2に示す如く， 1部3年は地点 1-5の 5点で， 1鉛4年は地点 6-8のs点で
行った。 19閏年に行った観測は，比較的風力の弱い，従って波浪階級も小さい条件の時行っており，

又投網には網がなるべく直線状を呈するように投網している。

1鵠4年の観測では比較的風力の強いかつ波浪のある条件で行っており，また投網時，網を直角に

二分して折って投網している。

風向，風力はK社製ヴェーン風向・風力計で行ない，海潮流の流向流速は T社製の CM-2型電磁

気式流向流速計を用い，測定は水深 5mと 300mで行ないvωωr合成によって表層の値を求めた。

また測定位置は網の両端と中央位置で行っている。投網に関するデーターは， Table 1に，観測に使

用した網の構成は Table2にそして海象気象条件のデーターは Table3に示してある。

2-2海中移動の観測

測定を行作ったオホーツク海域では，Loran方式による位置測定法は使用できない海域であり，ま

た沿岸物櫛こよる測位もできないので，投網時と揚網時の網(または船〉の位置は精確には分らなし、。

ただ六分儀で正午位置を求めておき後は推測航法で投網時の位置を推測するだけである。 radar観測

では従って虞方位に対する投網および揚網時の網方向が測定できることになる。この海域には，近く

D慨 a方式ヵ:設備されるのでその時にはさらに正確に位置関係のデーターが得られるであろう。

3.観事結果

投網から閉まで流刺網棚りの時間的変化過程の代表的な例を radar像から耐して Fig.3
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石田外: 鮭鱒流荊j網絹成りの観測
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Fjg. 4. Showing the form eh阻酔 obtainedon the radar総opeduring fishing 
"rJl pr∞飽畠 ωnditions，posItion 3-5， gill-net of 50 tan was u鱒d

からFig.5迄に時間に対する編成りの変化をおしてある。Fig，3は105反投網時で，図中のー→印

は風向数字は風力階級をー→印は流向数字は流速くm/s)を示し， Fig.4は回反投網時， Fig.5 

4ま95反を真中より直角に折り曲げ直角投網したときの時間の経過と共に漂流する流網を投網始点を

一直線にそろえて表わし， refI舵句r聞は直線で結んだ.

一部9-
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Fig. 6. Photographs taken on the P.P.I. radar配opeshowing the form of 
the salmon drift net， set net of common type (straightly田t)

4) 

2) 5) 

3) 6) 

1) Observed time 19 30 (Position 1) 4) Observed time 01 13 (Position 1) 

2) Observed time 21 16 (Position 1) 5) Observed time 01 18 (Position 1) 

3) Observed time 22 45 (Position 1) 6) Observed time 02 20 (Position 1) 

Fig. 6， Fig. 7は観測l時の radar{:訟の写真例であり reflector間の間隔のEたいところが網成りがミ

クロ的に非常に複雑に変形したことになろう。 Fig.3においては投網から翌朝彬網までの約8時間半

の聞に truenorthと 120。の方向に，また海流の流速より推定してもしこの海流にのって流れたと

すると約 2.6浬漂流したことになる。しかしこれは始京と終夜の測位が精E在にできないので，実測値
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1965J 石田外 鮭鱒流車rJ網網成りの観視rJ

Fig. 7. Photograph taken on the P.P.I. radar scope 

showing the form of the salmon drift net， 
set net of special type (right angle set) 

ではなL、。また radar像から得た網成りの見掛けの長さの投網時に対する伸縮率を Table4に示L

た。ただしここで伸縮率とは，元の網長に対する変形時の網両立i11問の直線長(見掛けの長さ〕の比を

も、う。

4.考察

地点1では風力階級は殆んど 1で比較的弱く，流向流速は網の周辺の場所によって変化しており網

戒りもその流向流速の位置的変化状態と比較的一致しており ，23時頃から網の.f')l縮度合いは大きくな

り時間経過と共に網成りが悪くなっている。地点 3では伸縮率の変化は少く ，地点 2では radarの

測巨範囲を あ里としたため網成りの変化過程が明瞭に把握できず，地長4および地点5では伸縮率が

大きくかっ網成りも悪い。とくに地点5ではモウカザメの纏絡のための影響もあるかも知れなL、。ま

た観測用に使用した流刺網の反数が 50反と 100反で 2倍となったがその影響はこれらの例ではとく

に認められず，また涜刺網の目合，材質，締結等dこよる影響は水平方向の網成りに対してはとくに影

響したとは恩われなし、。地尽 1以外は流向流速の実iRrJが欠けているので結果を示すにすぎなし、。地点

7は直角方向に投網したときの変化過程を示し時間経過と共に流網が鈍角状に拡がる傾向があった。

この場合風および波浪が南方向からで丁度流車rJ網を拡げる方向と一致しており， しかも風力がこの実

測例では梢強いので〔風力 3-4)この影響が大きいのではなかろうか。

漁業学的には，この網成りと魚、若手の出会いの問題および罷網分布との関係が重要であろうが，これ

らについてはつぎの報告に譲る。

5. 要約と謝辞

1) radar reflectorを網に装備して， radar scope上で網成りを観測することができた。

2) 網成りの一晩中の変化過程を数例につし、て実担rJいある例は海象気象条件の実測と照合した。

風力の弱いときは，巨視的には海流にのって移動すると考えられる。風力の強いときは風向風力の影

響が利くようである。

3) 網成りの変形の機構については，さらに影響因子の実測を並行的に行なう必要があろう。

本実測に当っては，北星丸乗組員諸氏の熱心な御協力を得た。ここに深く謝意を表するものである。
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Table 4. Changes in the elongational strain of the salmon drift net for each measurement 

Position Time Al(pempnagilrteeh ) nt DtiaErpuepe marnleeωnnt gbtlh eentwagntωh d n ?る

18 30 2.70 

20 15 2.60 0.1 3.7 

21 20 2.35 0.25 9.3 

21 37 2.40 0.20 7.4 

22 07 2.25 0.35 13.0 

22 14 2.25 0.35 13.0 

22 55 2.14 0.56 20.7 

1 23 15 2.15 0.55 20.4 

23 25 2.20 0.40 14.8 

2.15 0.55 20.4 

2.20 0.40 14.8 

01 18 2.15 0.55 20.4 

01 40 2.30 0.30 11.1 

02 06 2.05 0.65 24.1 

02 12 2.15 0.55 20.4 

17 15 1.35 

20 06 1.32 0.03 2.2 

20 30 1.15 0.20 14.8 

3 
21 30 1.15 0.20 14.8 

22 40 1.15 0.20 14.8 

23 30 1.15 0.20 14.8 

00 30 1.15 0.20 14.8 

02 30 1.10 0.25 18.5 

17 10 1.35 

22 30 1.00 0.35 22.1 

4 
23 30 0.85 0.50 37.8 

00 30 0.95 0.40 29.6 

01 30 0.90 0.45 33.3 

02 30 0.80 0.55 40.7 

17 43 1.35 

22 50 1.12 0.23 17.0 

5 
23 30 1.08 0.27 20.0 

00 35 0.85 0.50 36.3 

01 30 0.89 0.46 34.1 

02 30 0.87 0.48 35.5 
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